
取扱説明書
■この説明書と保証書をよくお読みの 

うえ、正しくお使いください。その 

あと大切に保存し、必要なときお読 

みください。
■保証書は必ず「お買い上げ日•販売 

店名」などの記入を確かめて、販売 

店からお受け取りください。

保証書別添付 上手に使って上手に節電

このたびは、遠隔操作器をお買い上げいただき、まことにありがとうございました

安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように 

説明しています。
■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で説明しています。

△警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

0 このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

❶ このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」の内容です。

ZL警告
r a r a r \

工事は販売店に依頼する

❶ 工事には技術と経験 

が必要です。火災、 
感電、けが、器物損 

壊の原因となります。

❿必ず販売店に依頼してくださ 
い0

分解しない、改造しない

分解禁止

火災や感電の原因 

となります。

參修理や点検は販売店にご連絡 

ください。

不安定な場所に置かなし

禁止

落下などでけがの 

原因となし1ます。



■お使いになる前に I使用上のお願し
遠隔操作器WR-105、110は、各神疔脚装;W本体と 

組合わせて使用するものですから、本器のみで放 

送することはできません。

本器のはかに、本体制御用のリレーボックス等が 

必要です。（くわしくは、エ售説明i*fをごらんくだ 

さい）

本器の設;S、取付、移動にはエヤを伴いますので、 
必す販売店にお申しつけください。

次のような場合には、ただちに-mmを切り、販売 

/?!{-ご速絡ください。
•放送ボタンを押しても、本体V（i源表示灯が点灯 

しない。
•放送ボタンを押しても放送できない。
•緊急放送ボタンを押して1；放送できない。

本器は卓上型のはかに、空掛型としてもご使用い 

ただけます。（くわしくは、エ私説明卉をごらん 

ください）

遠隔操作器と音髀装:S本体との放送のf憂先順位は 

次のようになっています。
1. 非常放送（防災アンプ）
2. チャイム*緊急放送•遠隔放送
3. —般枚送 _ _ _ _ _

緊急放送は、音脚装:k本体のを押し 
たときの放送で、一般放送は、音郛装us本体から 

の通常放送です。

遠隔操作器と音當装置本体との関係
非常放送（防災）が動作すると、他のすべて 

の放送は中断され、チャイム•緊急放送•遠 

隔放送が動作すると一般枚送は中断されますc 
ただし、チャイム•緊急放送.遠隔放送が動 

作したとき及びパナアンプ、ハイパワーアン 

ブのAUXに接統したときはミキシングになリ 

ます。

■各部の名称と操作のしかた

ご使用前（こ「本体屯源表示 

灯」が点灯しているときは、 
音響装置本体が使用中であ 

ることを示しています。 
本体が使用中であっても放 

送ボタンを押すと、遠隔操 

作器のリモートマイクがf憂 

先して枚送されますが、本 

体の放送は中断されますの 

でご注意ください。
アナウンスマイクロホン

❹

賢薄放送

本体苗原
表示灯

放送します。
このマイクロホンは、自 

動的に音Wが調怯される 

ので、音w,狗焙は不要で 

す。
マイクから20cm程度はな 

れて放送してください。 
マイクロホンは、たたい 

たリ吹いたりしないでく 

ださい。

•—斉放送のときに押します。

このポタンを押すと、全校（館）一斉に 

アナウンスが放送されます。
このボタンを押したときは、他の操作を 

する必要はあ0ません。

枚送終了後はボタンを押しむどしてくだ
ゴい

❸
放送の前後にこ 
のコールサイン 

ボタンを押して 

ください。

❷
放送する系統（あるいは 
チヤンネル）の選択スイ 

ツチを押します。

放送終了後は、スイッチ 

を押しもどし、すべての 

スイッチかJLこなってい 

ることを確認してくださ

❶
•放送ボタンを押します。
•本体電源表示灯が点灯します。

（この状態でスピーカ選択ス 

イッチを押すと枚送可能です）

放送終了後:i枚送ボタンを押 

しもどし、本体祗源表ボ灯が 

消えることを確認してくださ

'外観は、WR—105で、 
すが、操作方法は、 
,WR-110も同じです/
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保証とアフターサービス （よくお読みください）
修理•お取り扱い•お手人れなどのご相談は…
まず、おHし、上げの販売店へお申し付けください。
«修理は、サービス会社•販売会社の「修理相談窓口」 
へ/

■保証書（別添付）
必ず、お買い上げの販売店からお買い上げ日•販売店 

名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお読み 

のあと、保管してください。

保証期間：お買い上げ日から1年間

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡 

ください。
•保証期間中は
保証書の規定（こ従ってお買い上げの販売店が修理をさ 

せていただきますので、恐れ人りますが製品に保証書 

を添えてご持参ください。
❿保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により 

有料で修理させていただきます。

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ年月日 年月日 品番 WR-105、110

販売店 名 電話（ ） 一

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒224榻浜市都筑区佐江戸町600 S（045）932-1231（大代表）

G7509-2097 YWR110-RB01C


